
巨
大
イ
ベ
ン
ト
の
舞
台
裏

Ｉ
ル
ド
カ
ッ
プ
Ｔ
Ｍ
決
勝
戦
の
横
浜
誘
致
の

仕
事
を
し
て
お
り
、
9
9
年
４
月
か
ら
2
0

0
3
年
３
月
ま
で
は
日
本
組
織
委
員
会

（
Ｊ
Ａ
Ｗ
Ｏ
Ｃ
）
の
企
画
調
整
部
で
仕
事
を

し
、
現
在
は
、
Ｊ
Ａ
Ｗ
Ｏ
Ｃ
非
常
勤
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
と
し
て
剰
余
金
の
使
い
方
の
検

討
な
ど
を
し
て
い
る
。
計
５
年
間
に
亘
っ

て
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
仕
事
に
携
わ
り
、

大
会
期
間
中
は
、
東
京
に
設
置
さ
れ
た
大

会
運
営
本
部
に
お
い
て
２
４
時
間
体
制
で
運

営
の
全
体
調
整
を
行
な
い
、
大
会
後
は
大

会
公
式
報
告
書
の
作
成
に
も
関
わ
っ
た
。

　
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
舞
台
裏
を
語
る
と

す
れ
ば
、
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
Ｔ
Ｍ

が
そ
も
そ
も
ど
の
よ
う
な
仕
組
み
で
運
営

さ
れ
る
の
か
、
を
説
明
す
る
必
要
が
あ
る
。

規
模
の
大
き
さ
、
大
会
の
グ
レ
ー
ド
を
保

つ
た
め
に
開
催
国
に
課
す
厳
し
い
条
件
か

ら
出
発
す
る
。
こ
の
条
件
が
詳
細
に
規
定

さ
れ
た
も
の
は
、
「
リ
ス
ト
　
オ
ブ
　
リ

ク
ア
イ
ア
メ
ン
ト
（
Ｌ
．
Ｏ
．
Ｒ
）
」
と
呼

ば
れ
、
開
催
国
は
こ
の
条
件
を
守
る
た
め

に
、
特
別
の
法
律
を
制
定
す
る
、
と
い
う

「
政
府
保
証
」
か
ら
始
ま
る
。
さ
ら
に
、

実
際
の
競
技
場
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
細
か
い

規
定
に
よ
り
、
施
設
の
改
修
や
周
辺
の
環

境
整
備
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
Ｆ

Ｉ
Ｆ
Ａ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
Ｔ
Ｍ
を
開
催
す
る
、

と
い
う
こ
と
は
、
開
催
国
が
国
を
挙
げ
て

こ
の
条
件
を
遵
守
す
る
こ
と
を
約
束
し
た

こ
と
な
の
で
、
後
か
ら
こ
の
条
件
そ
の
も

の
に
文
句
を
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
た

と
え
ば
、
出
入
国
許
可
、
労
働
許
可
、
関

税
お
よ
び
租
税
に
関
す
る
も
の
な
ど
は
特

別
な
取
り
扱
い
を
必
要
と
し
、
安
全
保
障

等
は
、
す
べ
て
開
催
国
の
責
任
と
な
る
。

権
利
は
要
求
す
る
が
責
任
は
負
わ
な
い
、

と
い
う
こ
の
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
の
基
本
姿
勢
こ

そ
、
こ
の
大
会
を
行
う
開
催
国
が
ま
ず
も

っ
て
認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ

と
だ
。
（
Ｌ
．
Ｏ
．
Ｒ
の
一
部
１
～
1
2
参
照
）

②
Ｊ
Ａ
Ｗ
Ｏ
Ｃ
の
設
立
と
困
難
な
調
整

作
業

９
９
７
年
1
0
月
マ
レ
ー
シ
ア
・
ジ

ョ
ホ
ー
ル
バ
ル
、
日
本
は
歴
史
始

ま
っ
て
以
来
、
初
の
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
Ｔ
Ｍ
に
出
場
す
る
権
利
を
獲
得
し
た
。

そ
の
と
き
、
多
く
の
日
本
人
は
大
き
な
感

動
と
と
も
に
、
日
本
人
に
と
っ
て
も
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
と
い
う
存
在
が
、
単
な
る
ス

久
代
　
雅
之

ポ
ー
ツ
の
一
競
技
の
枠
組
み
か
ら
、
見
る

も
の
す
べ
て
を
魅
了
す
る
大
き
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
、
韓
国
と
と

も
に
こ
の
大
会
を
開
催
し
て
い
く
と
い
う

実
感
を
認
識
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

　
同
年
、
1
2
月
「
財
団
法
人
　
2
0
0
2

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
サ
ッ
カ
ー
大
会
日
本
組

織
委
員
会
（
Ｊ
Ａ
Ｗ
Ｏ
Ｃ
）
」
が
設
立
さ

れ
た
。

　
Ｊ
Ａ
Ｗ
Ｏ
Ｃ
は
大
会
理
念
と
し
て
次
の

３
つ
を
示
し
た
。

●
世
界
最
高
の
プ
レ
ー
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

す
る
。

●
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
通
じ
て
喜
び
を

分
か
ち
合
う
。

●
ス
ポ
ー
ツ
が
人
々
の
生
活
を
充
実
さ
せ
る
。

経
済
団
体
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
、
開
催
地

自
治
体
、
マ
ス
コ
ミ
、
政
府
関
係
、
学
識

経
験
者
な
ど
か
ら
な
る
理
事
、
監
事
、
そ

し
て
実
行
委
員
会
の
も
と
に
事
務
局
が
置

か
れ
、
そ
の
企
画
調
整
部
に
私
は
配
属
と

な
っ
た
。

　
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
準
備
作
業
は
、
ど

れ
ひ
と
つ
と
っ
て
も
容
易
な
も
の
で
は
な

か
っ
た
。
業
務
毎
に
重
要
な
課
題
が
多
数

あ
っ
た
が
、
こ
れ
ら
を
解
決
す
る
に
は
、

国
内
に
お
い
て
は
、
1
0
開
催
地
の
合
意
形

成
が
必
要
と
な
る
。
な
お
か
つ
、
対
外
的
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教
育
委
員
会
部
次
長
ス
ポ
ー
ツ
課
長

前
Ｊ
Ａ
Ｗ
Ｏ
Ｃ
企
画
調
整
部
長

は
、
1
9
9
8
年
か
ら
１
年
間
、

横
浜
市
で
2
0
0
2
F
I
F
A
ワ

Ｏ
リ
ス
ト
オ
ブ
リ
ク
ア
イ
ア
メ
ン
ト

　
（
Ｌ
．
０
．
Ｒ
）

会
運
営
の
前
提
は
、
国
際
サ
ッ
カ

ー
連
盟
（
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
）
が
、
大
会

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Y

2
0
0
2
F
I
F
A
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
残
し
た
も
の
①

2
0
0
2
F
I
F
A
ワ
ー
ル
ド
カ

ッッ
プ
は
、
2
1
世
紀
初
、
ア
ジ
ア
初

、そ
し
て
、
初
の
日
韓
共
同
開
催
と
い

う
3
つ
の
初
め
て
の
要
素
を
加
味
し

た
大
会
と
な
っ
た
。
開
催
国
と
開
催

地
自
治
体
に
は
、
様
々
な
厳
し
い
条

件
が
課
さ
れ
、
大
会
関
係
者
は
予
想

の
で
き
な
い
事
態
の
中
で
、
文
化
の

ギ
ャ
ッ
プ
や
困
難
な
調
整
作
業
に
直

面
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
巨
大
イ
ベ

ン
ト
の
結
果
は
、
日
韓
両
国
の
決
勝

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
の
進
出
、
テ
ロ
な
し

、天
候
吉
、
そ
し
て
、
横
浜
国
際
総

合
競
技
場
に
お
け
る
ブ
ラ
ジ
ル
V
S

ド
イ
ツ
の
世
紀
の
決
勝
戦
で
申
し
分

の
な
い
祭
典
と
し
て
幕
を
閉
じ
た

。

1
年
以
上
が
経
っ
た
現
在
、
大
会

関
係
者
は
、
全
く
別
の
仕
事
に
つ
い

た
り
、
サ
ッ
カ
ー
界
の
一
隅
で
黙
々

と
働
い
て
い
た
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
人
た
ち
は
事
後
グ
ル
ー
プ
を
結
成

した
り
、
ま
た
、
サ
ッ
カ
ー
フ
ァ
ン
達

は
、
ド
イ
ツ
大
会
に
向
け
た
準
備
を

す
す
め
て
い
る
。
大
会
を
支
え
た

様
々
な
立
場
の
人
た
ち
に
、
大
会
の

残
し
た
も
の
を
改
め
て
振
り
返
っ
て

も
ら
っ
た

。

大

１

私

リストオブリクアイアント
①政府保証

ワールドカップ開催を援助する条件を作る

ために必要に応じて特別の法律、条例、ある

いは法令を制定しなければならない

②出入国許可

国籍、人種、宗教にかかわらず、全てのFI

FA代表団、出場国のサッカー協会の派遣団、

公式スポンサー、競技用具および専門設備の

公式サプライヤーおよび報道関係者に対して

査証を無条件で発給すること。これは同じく

外国からの観客にも適用する。

③労働許可

当該国の法で必要とされる場合、次の人たち

に対して労働許可を発給することを保障する

こと

-FIFA役員

-選手及び参加チームに同行する専属スタッフ

-公式スポンサーおよびサプライヤー

-技術者を含む報道関係者

以上の人々の職務執行を制限する労働法令

例）「労働時間に関する制限」は彼らの滞在

期間中保留される

④関税および租税

下記品目の一時持込およびそれに伴う持ち出

しには関税および租税をかけない

-個人の所持品

-選手と役員の競技用具

-海外のテレビ局のあらゆる専門機材

-報道関係者の専門機材

-チーム用の医療器具と医療品

-食料

-その他大会開催に必要な全ての備品

-開催者が必要とするサプライヤーの用品

-大会を支援するため、あるいは宣伝用とし

　て提供されるスポンサー用品



に
は
共
同
開
催
国
の
韓
国
、
さ
ら
に
Ｆ
Ｉ

Ｆ
Ａ
と
い
う
渉
外
先
が
あ
る
。
作
業
は
時

間
を
か
け
相
互
に
理
解
を
深
め
、
双
方
の

妥
協
で
結
論
を
出
し
て
い
く
以
外
に
な

い
。
日
本
と
韓
国
で
は
、
経
済
事
情
が
異

な
り
、
チ
ケ
ッ
ト
価
格
の
設
定
、
財
政
問

題
な
ど
は
、
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
内
部
か
ら
も
両
組

織
委
員
会
と
の
調
整
の
遅
延
に
悲
鳴
が
上

が
っ
た
ほ
ど
で
あ
る
。
Ｊ
Ａ
Ｗ
Ｏ
Ｃ
が
最

初
に
直
面
し
た
国
内
の
重
要
課
題
は
、
横

浜
と
埼
玉
が
争
っ
た
決
勝
戦
会
場
の
選
定

で
あ
り
、
1
0
会
場
で
行
わ
れ
る
マ
ッ
チ
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
あ
っ
た
。
あ
ら
ゆ
る
可
能

性
、
全
て
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
尽
く
し
、

時
間
を
か
け
て
決
め
ら
れ
た
。

③
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
仕
様
の
ス
タ
ジ
ア

ム
整
備

プ
仕
様
の
ス
タ
ジ
ア
ム
整
備
に
関
す
る
調

整
は
、
開
催
地
ご
と
に
財
政
的
背
景
、
立

地
条
件
、
ス
タ
ジ
ア
ム
の
設
立
意
図
な
ど
、

当
然
の
こ
と
な
が
ら
全
て
が
異
な
り
、
こ

こ
に
大
き
な
摩
擦
が
あ
り
、
大
会
間
際
ま

で
調
整
が
必
要
と
な
っ
た
。

　
例
え
ば
、
警
備
計
画
を
立
案
実
施
す
る

前
提
と
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
あ
た
り
ま

え
に
あ
る
ス
タ
ジ
ア
ム
を
囲
む
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
フ
ェ
ン
ス
、
観
客
を
選
別
す
る
ゲ
ー

ト
、
サ
ポ
ー
タ
ー
同
士
の
無
意
味
な
接
触

を
避
け
る
観
客
席
内
に
あ
る
フ
ェ
ン
ス
に

対
す
る
考
え
方
と
、
日
本
の
自
治
体
が
推

進
す
る
公
園
緑
地
の
中
で
し
か
も
防
災
施

設
と
し
て
自
由
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
ス
タ

ジ
ア
ム
と
い
う
考
え
方
は
、
全
く
逆
と
な

つ
て
い
る
。
大
部
分
の
開
催
地
自
治
体
は
、

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
に
お
け
る
安
全
確
保

は
、
Ｊ
Ａ
Ｗ
Ｏ
Ｃ
の
責
任
で
あ
り
、
そ
の

た
め
に
必
要
と
す
る
設
備
は
、
Ｊ
Ａ
Ｗ
Ｏ

Ｃ
が
整
備
す
べ
き
と
い
う
考
え
で
あ
っ

た
。
ま
た
、
「
招
待
客
に
対
し
て
ホ
ス
ピ

タ
リ
テ
ィ
を
施
す
ラ
ウ
ン
ジ
の
整
備
」

「
ス
タ
ジ
ア
ム
に
備
え
ら
れ
る
メ
デ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
整
備
」
も
解
釈
を
め
ぐ
り
、
Ｊ

Ａ
Ｗ
Ｏ
Ｃ
と
開
催
地
自
治
体
と
で
複
雑
な

解
決
策
を
と
っ
た
事
例
も
あ
っ
た
。
毎
月

定
期
的
に
会
合
を
積
み
重
ね
る
な
ど
地
道

な
努
力
に
よ
り
、
徐
々
に
で
は
あ
っ
た
が

両
者
の
溝
は
埋
ま
っ
て
い
っ
た
。

支
が
黒
字
に
な
っ
た
こ
と
」
「
大
会
期
間

中
大
き
な
事
故
が
な
か
っ
た
こ
と
」
の
二

つ
と
し
て
い
る
。
Ｊ
Ａ
Ｗ
Ｏ
Ｃ
の
大
会
収

支
見
込
は
、
全
体
で
約
７
０
億
円
の
黒
字
と

な
り
、
こ
の
剰
余
金
は
、
サ
ッ
カ
ー
を
中

心
と
し
た
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
目
的
と
し
て

開
催
地
自
治
体
等
に
対
し
て
助
成
さ
れ
る

こ
と
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
黒
字
と
な
っ

た
理
由
は
、
業
務
毎
に
実
施
段
階
で
も
徹

底
的
に
経
費
を
切
り
詰
め
た
ほ
か
に
、
為

替
レ
ー
ト
が
計
画
時
点
よ
り
好
転
し
た

事
、
チ
ケ
ッ
ト
の
売
上
が
予
想
以
上
で
あ

っ
た
こ
と
等
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
な
に
よ

り
も
財
政
計
画
の
枠
組
み
を
揺
る
が
せ
る

よ
う
な
大
き
な
事
故
や
運
営
計
画
の
大
幅

な
変
更
が
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
そ
し

て
、
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
よ
う
な
巨
大
イ

ベ
ン
ト
で
は
「
安
全
で
安
心
な
運
営
」
が

極
め
て
高
い
レ
ベ
ル
で
要
求
さ
れ
る
。

　
Ｊ
Ａ
Ｗ
Ｏ
Ｃ
の
危
機
管
理
体
制
は
、
４

年
間
の
年
月
を
か
け
警
察
・
消
防
等
関
連

機
関
と
の
度
重
な
る
協
議
を
通
じ
て
練
り

上
げ
た
も
の
で
あ
る
。

●
大
会
期
間
中
は
、
情
報
を
一
元
化
し
、

指
示
系
統
を
明
確
に
す
る
た
め
東
京
に

大
会
運
営
本
部
、
1
0
開
催
地
に
支
部
大

会
運
営
本
部
を
設
置
し
必
要
に
応
じ
担

当
者
を
２
４
時
間
配
置
し
た
。

●
主
要
ス
タ
ッ
フ
全
員
に
業
務
別
に
細
分

化
し
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
配
布
し
た
。

●
事
前
の
危
機
管
理
対
応
訓
練
等
を
通
じ

て
情
報
連
絡
手
法
を
徹
底
し
た
。

●
気
象
情
報
専
門
担
当
者
を
ス
タ
ジ
ア
ム

へ
配
置
し
た
。

な
ど
が
お
こ
な
わ
れ
、
警
察
・
消
防
等

関
係
機
関
か
ら
の
多
大
な
協
力
も
あ
り
、

大
会
期
間
を
通
じ
て
大
き
な
事
件
や
事
故

は
ゼ
ロ
と
い
う
実
績
を
達
成
し
、
Ｆ
Ｉ
Ｆ

Ａ
や
世
界
各
国
か
ら
も
賞
賛
さ
れ
た
大
会

運
営
を
実
現
し
た
。

48●

Ａ
Ｗ
Ｏ
Ｃ
と
開
催
地
自
治
体
の
調

整
作
業
の
中
で
、
ワ
ー
ル
ド
カ
ツ

④
大
会
の
成
功
の
鍵
-
財
政
と
危
機
管
理

Ａ
Ｗ
Ｏ
Ｃ
は
、
こ
の
大
会
が
成
功

し
た
具
体
的
な
根
拠
を
「
大
会
収

Ｊ

Ｊ

大会時運営体制

⑤安全の保障

安全の保障に関しては開催国に責任がある。

国際大会において一般的安全と各個人の保護

は、特に空港、ホテル内外、スタジアム、練

習場、メディアセンターについては重要な考

慮すべき事項である。国内移動中のみならず、

試合中、その前後におけるすべての選手、役

員、報道関係者及び観客の安全と保護が保証

されねばならない。FIFA国内組織委員会

及び官公庁と、必要な安全措置に関する特別

指針を作成する協定を結ぶものとする

⑥銀行および外貨交換業務

政府は直接、または中央銀行を通して次の保

証を交付しなければならない

-あらゆる外貨の開催国への自由な持ち込み

　と開催国からの自由な持ち出し

-これらの外貨の国際通用範囲の広い通貨へ

　の交換と再交換

あらゆる外貨の交換はその国内で、外国為替

市場で一般的に行われている条件でなければ

ならない。更に、全ての海外送金が公式レー

トで振り返ることができることを、関連す

る政府各局は文章をもって保証しなければな

らない

⑦通信

政府は、コンピューターによる国内および国

際データーの交換を始めとして、あらゆる形

の電気通信を可能にする電気通信網を保証し

なくてはならない

⑧国際放送センター（IBC）

開催国は国際放送センター(IBC)を設置

する責任がある。これに関する特集要求事項

は別紙に記述する

⑨メディアセンター

テレビ局、プレスおよびカメラマンの要求に

応じたメインメディアセンターを設置しなけ

ればならない。同様の作業施設サブ・メディア

センターをスタジアムにも設置しなければな

らない

⑩輸送

ワールドカップを実施するにあたっては必

要とされる効果的な輸送手段を整備しなけれ

ばならない

⑪税金

開催国におけるいかなる種類の税金も受託者

としてのFIFA、FIFA代表団又はチーム

代表団のいずれにも賦課されないものとする

⑫専門施設

スタジアムは次の収容力を必要とする。最低

40,000人、開幕戦、準決勝、決勝は最低

60,000人、各観客には番号のついた個席が割

り当てられること。グランドスタンドおよび

報道関係者は屋根の下でなければならない



量
を
も
つ
責
任
者
が
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
か
ら
ジ
ェ

ネ
ラ
ル
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
指
名

さ
れ
る
。
各
大
陸
連
盟
よ
り
各
国
の
経
験

豊
富
な
実
務
者
が
、
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
日
本
と
韓
国
の
各
開

催
地
に
派
遣
さ
れ
た
。
一
方
、
Ｊ
Ａ
Ｗ
Ｏ

Ｃ
が
任
命
し
た
ベ
ニ
ュ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
は
、
日
本
の
サ
ッ
カ
ー
界
に
お
い
て
、

日
本
代
表
戦
や
Ｊ
リ
ー
グ
各
ク
ラ
ブ
で
の

経
験
を
多
く
積
ん
だ
実
務
者
で
あ
り
、
両

者
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
り
、
実
務

的
に
あ
ら
ゆ
る
要
求
に
応
え
ら
れ
る
体
制

を
確
立
し
た
。

　
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、

Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
本
部
に
対
し
て
の
報
告
や
運
営

上
の
問
題
へ
の
対
処
方
法
の
決
定
ほ
か
、

芝
生
の
か
り
込
み
長
さ
の
決
定
か
ら
、
べ

CJリーグフォト

ン
チ
の
位
置
、
選
手
入
場
の
セ
レ
モ
ニ
ー

の
段
取
り
な
ど
、
試
合
運
営
の
全
て
に
目

配
り
し
、
キ
ッ
ク
オ
フ
時
刻
か
ら
逆
算
し

て
、
業
務
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
く
キ
ッ
ク

オ
フ
・
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
を
実
行
す
る
。

ベ
ニ
ュ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、
こ
れ

に
応
え
る
た
め
に
、
全
て
の
関
係
者
と
詳

細
な
打
ち
合
わ
せ
を
実
施
し
、
日
本
で
行

な
わ
れ
た
3
2
試
合
は
全
て
に
お
い
て
遅
延

な
く
、
ま
た
、
競
技
場
で
の
事
故
も
な
く

遂
行
さ
れ
た
。

⑥
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

　
Ｌ
．
Ｏ
．
Ｒ
を
始
め
大
会
に
関
連
す
る
複

雑
な
権
利
義
務
関
係
の
す
べ
て
を
説
明
す

る
こ
と
は
困
難
な
の
で
、
主
な
も
の
を
挙

げ
た
が
、
国
際
サ
ッ
カ
ー
連
盟
（
Ｆ
Ｉ
Ｆ

Ａ
）
の
威
力
と
と
も
に
、
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
Ｔ
Ｍ
の
特
別
な
意
味
を
理
解
し

て
い
た
だ
け
た
で
あ
ろ
う
か
。

⑦
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
が
「
笑
顔
の
ワ
ー
ル
ド
カ

ッ
プ
」
と
形
容
し
た
大
会
。
世
界

一
の
ホ
ス
ト
国
日
本

権
利
行
使
す
る
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
パ
ー
ト
ナ

ー
と
日
本
も
し
く
は
韓
国
を
権
利
行
使
の

範
囲
と
す
る
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
サ
プ
ラ
イ
ヤ

ー
の
二
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
け
ら
れ

る
。
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
パ
ー
ト
ナ
ー
は
、
２

０
０
２
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
Ｔ
Ｍ
を

含
む
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
が
主
催
す
る
い
く
つ
か
の

大
会
に
お
い
て
展
開
で
き
る
権
利
を
保
有

し
、
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
開
催
国
に
お
い
て
契
約
プ
ロ

ダ
ク
ト
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
広
告
や
販
売
活
動

に
大
会
エ
ン
ブ
レ
ム
等
を
使
用
し
、
ス
タ

ジ
ア
ム
で
広
告
看
板
を
掲
示
す
る
権
利
が

認
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
実
際
の

大
会
の
競
技
場
で
は
、
こ
れ
以
外
の
企
業

の
広
告
、
表
示
は
一
切
目
隠
し
さ
れ
、
自

動
販
売
機
も
封
鎖
さ
れ
た
。
競
技
場
内
の

売
店
の
品
揃
え
も
制
約
さ
れ
る
と
い
う
事

態
と
な
っ
た
。

　
ま
た
、
地
元
の
開
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
に

公
式
エ
ン
ブ
レ
ム
等
の
使
用
が
制
限
さ
れ

る
。
信
じ
ら
れ
な
い
」
（
ベ
ル
ギ
ー
選
手
）

「
３
万
人
以
上
の
日
本
人
が
英
国
国
歌

を
歌
っ
て
わ
が
チ
ー
ム
を
熱
狂
的
に
応
援

し
た
。
顔
中
、
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
旗
に
し
た
日
本

人
も
い
る
。
私
の
頭
が

お
か
し
く
な
っ
た
の
で

は
な
い
。
こ
れ
は
、
本

当
な
ん
だ
。
」
（
デ
イ
リ

ー
・
ミ
ラ
ー
）

「
カ
メ
ル
ー
ン
戦
は

劇
的
な
引
き
分
け
。
仕

事
を
終
え
午
前
２
時
に

宿
舎
に
戻
る
と
、
従
業

員
た
ち
が
屋
外
で
拍
手

で
迎
え
て
く
れ
、
大
感

激
し
た
」
（
ア
イ
ル
ラ

ン
ド
記
者
団
）

「
日
本
の
勝
敗
が
ど

う
で
あ
れ
、
と
に
か
く

日
本
は
Ｗ
杯
史
上
い
っ

ま
で
も
記
憶
に
残
る
ホ
ス
ト
国
に
な
る
だ

ろ
う
。
日
本
の
皆
さ
ん
の
歓
待
と
、
ど
の

チ
ー
ム
も
分
け
隔
て
な
く
声
援
す
る
姿
は

見
て
い
て
す
ば
ら
し
か
っ
た
。
日
本
の
皆

さ
ん
は
、
そ
の
暖
か
い
ホ
ス
ト
国
と
し
て

の
姿
勢
を
た
た
え
て
世
界
か
ら
、
背
中
に
、

ポ
ン
ツ
と
、
ね
ぎ
ら
い
を
受
け
る
に
値
す

る
。
」
（
Ｂ
Ｂ
Ｃ
）

　
メ
デ
ィ
ア
は
日
本
に
っ
い
て
こ
の
よ
う

に
伝
え
て
い
る
。

「
Ｇ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
-
Ｂ
Ｙ
Ｅ
　
Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ｆ
Ｅ

Ｃ
Ｔ
　
Ｈ
Ｏ
Ｓ
Ｔ
」
一
枚
の
旗
が
サ
ポ
ー

タ
ー
に
よ
っ
て
、
ス
タ
ジ
ア
ム
に
掲
げ
ら

れ
た
。

　
実
際
の
と
こ
ろ
、
巨
大
イ
ベ
ン
ト
の
舞

台
裏
は
キ
レ
イ
事
だ
け
で
は
済
ま
さ
れ
な

い
の
も
事
実
で
あ
り
、
大
会
を
前
に
し
て

無
念
の
想
い
を
抱
い
て
舞
台
か
ら
去
っ
て
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の
複
雑
な
競
技
運
営
を
実
施
す
る

に
あ
た
り
、
す
べ
て
の
現
場
の
裁

＠
競
技
運
営
に
お
け
る
調
整
レ
ジ
ェ
ネ

　
ラ
ル
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
現
場

　
裁
量
権

の
大
会
の
ス
ポ
ン
サ
ー
は
、
国
際

ス
ポ
ン
サ
ー
と
し
て
の
全
世
界
を

本
と
同
じ
グ
ル
ー
プ
な
の
に
、
ど

こ
へ
行
っ
て
も
応
援
し
て
く
れ

た
の
も
こ
の
よ
う
な
事
情
に
よ
る
。

大会規模

こ

こ

日



い
っ
た
多
く
の
人
達
が
い
た
。

　
し
か
し
、
運
営
に
携
わ
っ
た
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
含
む
Ｊ
Ａ
Ｗ
Ｏ
Ｃ
関
係
者
、
横
浜

市
を
始
め
開
催
地
自
治
体
職
員
等
が
、
Ｆ

Ｉ
Ｆ
Ａ
や
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
に
参
加
し
た

全
世
界
の
人
々
に
、
安
全
に
裏
打
ち
さ
れ

た
心
地
よ
い
環
境
を
提
供
で
き
た
こ
と
は

事
実
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
末
永
く
誇
り

に
し
て
良
い
と
思
っ
て
い
る
。

委
員
会
等
で
す
が
、
開
催
地
自
治
体
と
の

調
整
で
感
じ
た
の
は
、
今
ま
で
の
自
分
の

役
人
生
活
へ
の
反
省
も
込
め
て
言
え
ば
、

「
役
人
の
壁
」
の
存
在
で
す
ね
。
1
0
の
開

催
地
自
治
体
を
相
手
に
個
別
に
調
整
す
る

の
で
す
が
、
思
考
方
法
と
か
価
値
観
と
か

共
通
し
て
い
る
面
が
あ
っ
て
、
そ
れ
は
な

に
か
と
い
う
と
交
渉
相
手
特
に
役
所
以
外

の
人
と
の
間
に
は
ま
ず
壁
を
作
っ
て
入
れ

さ
せ
な
い
よ
う
に
す
る
、
同
じ
土
俵
の
上

で
話
を
し
な
い
で
、
自
分
た
ち
の
ル
ー
ル

に
従
う
よ
う
に
強
制
す
る
感
じ
が
し
ま

す
。
従
っ
て
、
交
渉
は
結
構
厳
し
く
て
、

３
時
間
も
か
け
て
山
奥
の
ス
タ
ジ
ア
ム
ま

で
行
っ
た
の
に
、
５
分
間
で
決
裂
し
て
帰

っ
て
来
た
な
ん
て
事
も
あ
り
ま
し
た
。
ま

あ
、
大
会
直
前
に
は
お
互
い
な
ん
と
か
し

な
く
て
は
と
い
う
気
持
ち
が
壁
を
取
り
払

っ
た
と
思
い
ま
す
が
。

　
関
係
省
庁
も
最
初
は
少
し
冷
た
か
っ
た

の
で
す
が
、
小
泉
首
相
に
号
令
を
掛
け
て

戴
い
た
2
0
0
2
年
３
月
頃
か
ら
ぐ
っ
と

協
力
姿
勢
が
強
ま
っ
て
き
て
、
い
ろ
い
ろ

と
例
外
的
な
措
置
を
認
め
て
い
た
だ
き
大

変
助
か
り
ま
し
た
。
も
っ
と
も
、
最
近
あ

る
サ
ッ
カ
ー
関
係
者
が
別
の
大
会
で
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
と
同
様
な
扱
い
を
お
願
い
し

た
ら
、
「
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
は
例
外
中
の

例
外
だ
！
」
と
一
喝
さ
れ
た
そ
う
で
す
が
。

韓
国
や
他
の
外
国
と
は
、
主
に
ス
タ
ジ
ア

ム
の
貴
賓
席
の
割
り
振
り
の
調
整
等
で
接

点
が
あ
り
ま
し
た
。
国
賓
級
と
も
な
れ
ば
、

秘
書
官
や
警
護
員
が
多
数
随
行
し
ま
す
か

ら
、
各
国
の
席
数
に
対
し
て
の
要
望
を
１

０
０
％
満
た
す
と
Ｊ
Ａ
Ｗ
Ｏ
Ｃ
や
サ
ッ
カ

ー
協
会
幹
部
の
座
る
場
所
が
無
い
な
ん
て

笑
え
な
い
状
況
に
な
り
ま
す
。
特
に
決
勝

戦
は
天
皇
皇
后
両
陛
下
、
金
大
中
韓
国
大

統
領
夫
妻
は
じ
め
各
国
要
人
が
多
数
観
戦

さ
れ
た
た
め
、
特
に
大
変
で
、
前
日
ま
で

座
席
配
置
が
決
ま
ら
な

く
て
困
り
ま
し
た
が
、

な
ん
と
、
切
り
札
は
釣

り
等
で
使
う
携
帯
用
折

り
畳
み
椅
子
で
し
た
。

当
日
は
こ
れ
を
各
国
の

随
行
員
等
に
渡
し
て
通

路
等
に
座
っ
て
も
ら
い

ま
し
た
。
外
国
の
大
柄

な
警
護
員
が
小
さ
な
椅

子
に
窮
屈
そ
う
に
座
っ

て
い
る
の
を
見
て
心
の

中
で
は
「
ゴ
メ
ン
ネ
」

と
謝
り
ま
し
た
。

ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
た
め
に
作
っ
た
ス
タ
ジ

ア
ム
で
は
な
い
の
で
ハ
ー
ド
面
で
は
こ
の

大
会
を
契
機
に
と
い
う
部
分
は
少
な
い
と

思
い
ま
す
。
や
は
り
、
決
勝
戦
を
含
む
４

cJリーグフォト

試
合
、
パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜
に
設
置
さ
れ
た

国
際
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営
面
に
市

役
所
、
各
種
団
体
、
地
元
企
業
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
等
が
挙
っ
て
協
力
し
た
と
い
う
ソ

フ
ト
面
で
の
実
績
が
残
っ
た
こ
と
が
最
大

の
財
産
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　
大
会
後
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
も
自
主

的
に
団
体
を
形
成
し
、
今
後
も
各
種
ス
ポ

ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
で
活
動
さ
れ
る
と
聞
い
て

い
ま
す
。
ま
た
、
Ｊ
Ａ
Ｗ
Ｏ
Ｃ
横
浜
支
部

や
市
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
サ
ッ
カ
ー
推
進
室

の
元
ス
タ
ッ
フ
も
定
期
的
に
集
ま
っ
て
い

ま
す
。
仲
間
が
集
ま
る
と
、
ま
た
ス
ポ
ー

ツ
イ
ベ
ン
ト
を
一
緒
に
や
り
た
い
と
い
う

話
に
な
り
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
誘
致
や
実
施

は
、
私
の
ま
さ
に
現
職
（
教
育
委
員
会
ス

ポ
ー
ツ
課
）
で
の
業
務
な
の
で
、
み
ん
な

の
熱
い
気
持
ち
が
冷
め
な
い
う
ち
に
、
開

港
1
5
0
周
年
等
の
節
目
の
年
を
目
途

に
、
横
浜
を
元
気
に
す
る
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
で
き
た
ら
素
晴
ら
し
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

50●

仕
事
上
の
調
整
相
手
は
、
開
催
地

自
治
体
、
関
連
省
庁
、
韓
国
組
織

る
こ
と
は
何
で
す
か
？

Ｊ
Ａ
Ｗ
Ｏ
Ｃ
の
仕
事
の
中
で
一
番

大
変
だ
っ
た
こ
と
や
思
い
出
に
残

⑧
少
し
本
音
で
ト
ー
ク

ド
カ
ッ
プ
高
催
が
横

浜
に
残
し
た
財
産
は
何

だ
と
思
い
ま
す
か
？

2
０
０
２
Ｆ

Ｉ
Ｆ
Ａ
ワ
ー
ル

横
浜
の
場
合
は
、
他
の
開
催
地
自

治
体
や
キ
ャ
ン
プ
地
と
違
い
ワ

ＱＡ

Ｑ

Ａ
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